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真
壁
地
区
は
、
伝

統
あ
る
旧
町
名
を

残
し
た
よ
う
に
、
歴
史
遺

産
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と

に
重
き
を
置
い
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
き
た
。
国

指
定
史
跡
真
壁
城
跡
と
中

世
以
後
の
町
屋
の
区
割
り

が
、『
町
が
ま
る
ご
と
博

物
館
』
の
基
盤
と
な
り
、

そ
の
上
で
官
民
一
体
で
の

取
り
組
み
、登
録
文
化
財
・

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
指
定
・
真
壁
の
ひ

な
ま
つ
り
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
ま
だ
課
題
は
あ
る

が
、
答
え
は
足
元
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
土
台
で
あ
る
、
旧
真

壁
町
の
歴
史
編
纂さ
ん

事
業
の

特
徴
と
評
価
は
。

教
育
部
長　

旧
真

壁
町
は
、
昭
和
53

年
に
歴
史
民
俗
資
料
館
を

開
館
し
、
町
史
編
纂さ

ん

事
業

に
着
手
。
考
古
、
中
世
、

近
世
、
近
現
代
の
各
時
代

各
分
野
で
資
料
編
22
冊
を

刊
行
し
ま
し
た
。
丹
念
に

収
集
し
た
資
料
が
主
眼
で

す
。

浅
野
氏
は
関
ヶ
原

後
、
真
壁
藩
を
所

領
と
し
た
。
桜
川
市
と
の

関
わ
り
、
歴
史
的
意
義
を

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
市

内
外
に
周
知
し
た
方
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

展
示

図
録
『
浅
野
氏
と

真
壁
』
は
現
在
で
も
重
版

を
か
け
、
市
民
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
。
伝

承
館
、
資
料
館
な
ど
で
、

浅
野
氏
が
桜
川
市
に
残
し

た
功
績
を
展
示
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

桜
川
市
は
古
来
山

岳
信
仰
の
拠
点

だ
っ
た
。
神
社
仏
閣
の
実

態
調
査
を
行
い
、
散
策

ル
ー
ト
の
整
備
を
す
る
こ

と
で
、
市
の
魅
力
が
増
す

の
で
は
な
い
か
。

経
済
部
長　

当
市

の
寺
院
数
は
36
、

10
宗
派
。
宮
司
さ
ん
の
い

る
神
社
数
は
６
。「
秋
の

桜
川
散
歩
」
開
催
に
は
、

６
日
間
で
総
数
２
０
０
０

名
。
所
に
よ
っ
て
は
１
０

０
０
名
以
上
来
訪
し
、
御

朱
印
が
大
人
気
で
し
た
。

年
間
を
通
じ
て
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、企
画
・

整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

歴史遺産を生か
したまちおこし
について

菊池伸浩 議員

10
月
か
ら
始
ま
っ

た
広
域
バ
ス
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
利
用
状

況
に
な
っ
た
と
き
に
判
断

す
る
の
か
、基
準
を
伺
う
。

ま
た
、
い
つ
の
時
点
で
判

断
す
る
の
か
、
年
度
末
の

３
月
で
す
る
の
か
、
10
月

の
市
長
選
挙
の
後
で
判
断

す
る
の
か
伺
う
。

市
長
公
室
長　

２
ヵ
月
で
利
用
者

総
数
３
２
０
７
人
、
１
日

平
均
52
・
６
人
、
１
便
平

均
１
・
６
人
で
す
。
今
後

の
運
行
日
程
は
、
利
用
者

数
の
み
で
は
判
断
し
ま
せ

ん
。
利
用
実
態
、
市
民
の

広
域
連
携
バ
ス
の

利
用
状
況
と
方
向
性

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
も
と

に
し
、「
公
共
交
通
会
議
」

で
検
討
し
ま
す
。

遊
湯
館
の
負
担
割

合
の
見
直
し

筑
西
市
と
結
城
市

の
境
界
に
位
置
す

る
遊
湯
館
は
、
桜
川
市
民

に
と
っ
て
は
、
利
用
し
づ

ら
い
場
所
に
あ
り
、
桜
川

市
民
の
利
用
者
は
少
な
い

と
の
感
触
を
得
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
、
毎
年
５
０
０

０
万
円
近
い
負
担
金
を
払

い
続
け
る
の
は
、
問
題
で

あ
る
。
ま
ず
、
遊
湯
館
の

自
治
体
別
利
用
者
数
の
統

計
を
取
る
よ
う
申
し
入
れ

て
ほ
し
い
。

　

ち
な
み
に
、
年
間
パ
ス

ポ
ー
ト
の
利
用
者
統
計
の

実
態
は
ど
う
か
。
著
し
い

偏
り
が
あ
る
の
な
ら
、
補

助
金
の
見
直
し
を
申
し
入

れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

市
長
公
室
長　

現

在
は
均
等
割
５
％
、

人
口
割
95
％
の
負
担
割
合

で
す
。

　

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
の
利

用
者
数
（
大
人
、
高
齢
会

員
）
は
、筑
西
市
５
１
４
人

（
40
％
）、
結
城
市
４
３
７

人
（
34
％
）、
小
山
市
２
１

７
人
（
17
％
）、
真
岡
市
26

人
（
２
％
）
桜
川
市
13
人

（
１
％
）。

　

市
と
し
て
も
、
負
担
割

合
の
見
直
し
に
つ
い
て
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

浅野長勲夫妻石造（真壁庁舎敷地内）浅野長勲夫妻石造（真壁庁舎敷地内）
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狩
猟
期
間
に
、
農

林
業
者
が
自
衛
の

た
め
に
、
狩
猟
免
許
な
し

で
許
可
を
得
ず
に
囲
い
わ

な
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
捕
獲

を
す
る
こ
と
は
適
法
か
。

　

ま
た
、
国
が
（
市
の
）

許
可
が
あ
れ
ば
、
狩
猟
期

間
外
に
、
こ
の
免
許
不
要

の
わ
な
で
イ
ノ
シ
シ
捕
獲

が
で
き
る
と
し
て
い
る
の

に
、
市
が
こ
れ
を
許
可
し

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

経
済
部
長　

前
者

は
適
法
で
す
。
後

者
は
、「
鳥
獣
保
護
管
理
法
」

や
「
県
有
害
鳥
獣
捕
獲
許

可
事
務
等
実
施
要
領
」
に

よ
り
、
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

各
地
区
で
捕
獲
組

織
を
立
ち
上
げ
、

イ
ノ
シ
シ
問
題
に

つ
い
て

狩
猟
期
間
外
で
の
有
害
捕

獲
を
希
望
し
た
場
合
、
市

は
こ
れ
を
許
す
か
。

経
済
部
長　

同
様

に
認
め
て
い
ま
せ

ん
。

現
状
の
冬
の
狩
猟

捕
獲
と
夏
場
の
有

害
捕
獲
で
年
に
７
０
０
頭

程
度
と
っ
て
も
、
被
害
は

や
ま
ず
、
皆
困
っ
て
い
る
。

　

国
に
倣
い
、
対
応
を
変

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
済
部
長　

猟
友

会
や
県
と
協
議
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

電
気
柵
等
の
防
護

柵
だ
け
で
な
く
、

わ
な
等
の
捕
獲
具
に
も
、

市
は
補
助
金
を
出
せ
な
い

か
。

経
済
部
長　

十
分

な
予
算
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

学
校
洋
便
器
化
率

小
中
学
校
洋
便
器

化
率
の
平
均
は
、

国
43
・
３
％
・
茨
城
県

49
・
２
％
だ
が
、
本
市
は

い
く
ら
か
。

教
育
部
長　

本
市

は
35
・
７
％
で
す
。

真
壁
小
で
は
洋
便

器
が
子
ど
も
50
人

当
た
り
１
つ
、
桃
山
中
は

各
階
に
男
女
１
つ
ず
つ
の

み
の
状
況
に
あ
る
。

　

桃
山
中
へ
の
小
学
校
統

合
で
、
議
会
承
認
25
億

円
、
道
路
取
り
つ
け
等
を

含
め
る
と
35
億
円
く
ら
い

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
大

盤
振
る
舞
い
を
す
る
の
な

ら
、
子
ど
も
に
切
実
な
洋

便
器
化
の
問
題
も
、
し
っ

か
り
計
画
化
す
べ
き
で
は

な
い
か
。市

長　

大
盤
振
る

舞
い
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

要
望
や
通
学
路
の
安
全
の

た
め
で
す
。

　

洋
便
器
化
は
、
10
年
後

を
見
据
え
た
学
校
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
中
な
ど
で

考
え
て
い
き
た
い
。
継
続

使
用
が
決
ま
っ
た
桃
山
中

は
し
っ
か
り
改
修
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
教

育
、ジ
オ
ツ
ア
ー
、

観
光
や
経
済
効
果
、
市
民

へ
の
周
知
や
広
報
活
動
な

ど
、
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

経
済
部
長　

６
市

（
つ
く
ば
市
・
石

岡
市
・
笠
間
市
・
桜
川
市
・

筑波山地域ジオパーク
の今後の取り組み
について

萩原剛志 議員

土
浦
市
・
か
す
み
が
う
ら

市
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

が
行
う
ジ
オ
ツ
ア
ー
及
び

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
桜
川

市
で
も
Ｐ
Ｒ
や
説
明
会
、

講
座
等
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ジ
オ
サ
イ
ト
や

ジ
オ
ツ
ア
ー
に
よ
る
地
域

活
性
化
及
び
ジ
オ
商
品
の

開
発
に
よ
り
経
済
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
知
名

度
を
高
め
る
た
め
に
、
広

報
紙
や
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体

を
使
っ
て
情
報
発
信
を
行

い
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
活
用
、
看
板

の
設
置
な
ど
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

広
域
連
携
バ
ス
実

証
実
験
運
行

４
月
以
降
の
運
行

の
見
通
し
や
今
後

の
財
源
、
大
和
・
岩
瀬
ま

で
の
延
伸
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　

検

証
結
果
を
踏
ま

え
、
公
共
交
通
会
議
等
で

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
実

証
運
行
を
前
提
に
予
算
等

も
含
め
て
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。
次
年
度
以
降
の

財
源
は
、
国
、
県
の
運
行

補
助
制
度
の
活
用
を
視
野

に
、
一
般
財
源
の
軽
減
を

図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　

延
伸
に
つ
い
て
は
、
現

状
の
バ
ス
利
用
状
況
が
大

変
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

Ｊ
Ｒ
岩
瀬
駅
と
結
節
さ

れ
、
利
便
性
が
向
上
す
る

こ
と
で
、
通
勤
通
学
で
の

利
用
も
期
待
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

市
長　

公
共
交
通

会
議
等
の
結
果
も

踏
ま
え
、
４
月
以
降
も
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
桜
川
市
橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
計
画
に
つ
い
て

・「
森
林
機
能
緊
急
回
復
整

備
事
業
」
と
「
身
近
な
み

ど
り
整
備
推
進
事
業
」
に

つ
い
て

・
水
道
の
老
朽
化
、
石
綿
管

の
交
換
状
況
に
つ
い
て

榎戸和也 議員

４人の議員が一般質問を行いました


